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会計別予算一覧

※一般会計　市の会計の中心で、市の基本的な経費をまかなう会計です
　特別会計　特定の資金で、一般会計と区別して事業を行う会計です
　企業会計　民間企業のように、その事業だけで独立採算を図る会計です

市民の皆さん１人当たりに使われるお金

その他
117,095円教育費

26,732円

土木費
38,130円民生費

91,682円

歳出
273,639円

（単位：千円）

市民の皆さん１人当たりが負担する税金

市税計
118,291円 固定資産税

56,008円

市民税
51,271円 市たばこ税

6,452円

都市計画税
3,145円 その他

1,415円

区　　　　　分 本年度予算額
一　般　会　計 39,913,000

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 12,570,147

老人保健特別会計 10,072,401

農業集落排水事業特別会計 2,166,245

国済寺土地区画整理事業特別会計 432,524

岡中央土地区画整理事業特別会計 154,803

武川中央土地区画整理事業特別会計 24,861

小前田駅北西部土地区画整理事業特別会計 315,303

浄化槽市町村整備推進事業特別会計 25,748

公共下水道事業特別会計 1,066,942

小　　計 26,828,974

企
業
会
計

下水道事業会計 3,953,041

水道事業会計 4,115,836

小　　計 8,068,877

合　　　　　計 74,810,851

平
成
18
年
度
当
初
予
算
概
要

今
日
の
地
方
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る
と
は

い
え
、
今
後
も
大
き
な
税
収
の
増
加

は
期
待
で
き
ず
、
ま
た
、
国
に
お
け

る
三
位
一
体
の
改
革
を
受
け
、
補
助

金
の
削
減
と
移
譲
財
源
の
不
均
衡
、

県
補
助
金
の
削
減
な
ど
、
今
後
も
歳

入
は
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
合
併
に

伴
い
県
か
ら
市
に
移
管
さ
れ
る
事
業

費
が
増
加
す
る
ほ
か
、
福
祉
施
策
の

負
担
が
依
然
と
し
て
高
い
増
加
傾
向

を
示
し
、
財
政
運
営
は
一
層
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
新
市
と

し
て
初
の
通
年
予
算
と
な
る
平
成
18

年
度
当
初
予
算
は
、市
の
新
た
な「
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
第
一
歩
と
な

る
予
算
で
あ
り
、
合
併
協
議
に
お
け

市議会第１回定例会で新井市長が表明した、平成 18 年度施政方針についてお知らせします

歳入の内訳

歳出の内訳

一般会計予算の内訳

市税
172億5,393万7千円

43.2％

民生費
133億7,267万5千円

33.5％

土木費
55億6,171万円
13.9％総務費

51億758万1千円
12.8％

教育費
38億9,910万9千円

9.8％

衛生費
33億7,374万2千円

8.5％

公債費
33億1,542万円

8.3％

消防費
21億9,377万円

5.5％
農林水産業費
16億9,996万円

4.3％

その他
13億8,903万3千円

3.4％

地方交付税
51億8,161万3千円

13.0％

国庫支出金
36億6,985万9千円

9.2％
市債

21億4,070万円
5.4％

地方譲与税
18億8,240万8千円

4.7％

繰入金
18億4,290万9千円

4.6％

分担金及び負担金
12億9,126万円

3.3％

地方消費税交付金
12億8,544万4千円

3.2％

県支出金
12億5,160万1千円

3.1％ 諸収入
10億7,853万6千円

2.7％

その他
30億3,473万3千円

7.6％

※一般会計予算（人口は１月１日現在の住民基本台帳人口 145,860 人で換算）

私
は
、
新
生
深
谷
市
の
市
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
よ
り

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
新

生
深
谷
市
の
初
代
市
長
と
し
て
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
願
い
を
実
現
す

る
こ
と
が
、
初
代
市
長
で
あ
る
私
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

合
併
し
た
各
市
町
の
歴
史
、
文

化
、
産
業
、
そ
し
て
豊
か
な
自
然
と

そ
の
個
性
を
大
切
に
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
こ
の
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に

磨
き
、
市
民
の
皆
様
に
「
合
併
し
て

よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
、
新
し
い

深
谷
市
を
築
き
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、

全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
次
の
３
つ
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
新
市
建
設
計
画
の
７
つ
の

基
本
方
針
ご
と
に
表
し
た
７
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
実
行
に
よ
り
、
市
民
皆

様
の
願
い
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
理
念

○
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
こ
と
」

○
「
地
域
の
伝
統
と
自
然
を
守
り
、

育
て
る
こ
と
」

○
「
公
正
・
公
平
・
公
開
の
市
政
運

営
を
進
め
る
こ
と
」

る
調
整
内
容
や
新
市
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
と
な
る
新
市
建
設
計
画
で

位
置
付
け
た
施
策
や
事
業
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
長
就
任
後
間
も
な
い

こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
実
施
事
業
の

検
討
に
十
分
な
時
間
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
人
件
費
や
施
設

維
持
管
理
な
ど
の
経
常
的
経
費
や
旧

市
町
か
ら
引
き
続
き
実
施
す
る
事
業

を
中
心
に
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
の
総

額
は
７
４
８
億
１
，
０
８
５
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

次
の
通
り
で
す
。

◆
一
般
会
計

　

３
９
９
億
１
，
３
０
０
万
円

◆
特
別
会
計

　

２
６
８
億
２
，
８
９
７
万
４
千
円

◆
企
業
会
計

　
　

８
０
億
６
，
８
８
７
万
７
千
円

歳
入
に
お
い
て
、
市
の
根
幹
を
な
す
市

税
は
、
１
７
２
億
５
，
３
９
３
万
７
千

円
（
構
成
比
43
・
２
％
）
を
見
込
み
ま

し
た
。新規

の
施
設
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
補
正
予

算
を
編
成
し
、
順
次
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

平成18年度施政方針（要旨）

5 4

新
生
深
谷
市
７
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「
新
市
建
設
計
画
」
の
ま
ち
づ
く
り

の
７
つ
の
基
本
方
針
ご
と
に
、
日
常

生
活
に
関
わ
り
の
深
い
分
野
か
ら
具

体
策
を
表
し
、
実
行
し
ま
す
。

１　

快
適
な
生
活
環
境
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
へ

２　

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
へ

３　

教
育
・
文
化
の
ま
ち
へ

４　

便
利
で
住
み
よ
い
ま
ち
へ

５　

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
へ

６　

市
民
主
体
の
ま
ち
へ

７　

行
財
政
改
革
の
推
進

「
天
の
時
は
地
の
利
に
如
か
ず　

地
の

利
は
人
の
和
に
如
か
ず
」
と
い
う
孟
子

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
孟
子
は
、
事

業
を
成
就
す
る
た
め
に
は
、「
人
の
和
」

が
最
も
重
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

平
成
18
年
度
「
天
の
時
・
新
市
の
誕

生
」
に
当
た
り
、「
地
の
利
」
を
活
か

し
、「
人
の
和
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
の
「
新
生
深
谷
市
７
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」
の
実
行
に
よ
り
、
新
市
の
将
来

都
市
像
で
あ
り
ま
す
「
笑
顔
に
あ
ふ
れ

活
力
を
創
出
す
る　

し
あ
わ
せ
市
民

都
市
」
を
目
指
し
、
旧
１
市
３
町
の

融
合
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


